	第６学年　道徳学習指導案	
１　主題名　　きまりはどこまで必要か　Ｃ-(12)　規則の尊重
　資料名　　シンガポールの思い出　（出典　文溪堂　「５年生の道徳」）

２　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
他人に迷惑をかけないこと、公共物を大事にすることなどは、社会生活を円滑に営むために大切な心構え、公徳である。そして、トラブルを未然に防いだり、解決したりするために、それらを成文化したものが法やきまりである。
法やきまりは、だれもが守るべき必要最低限の規制であることを知り、社会の中で生きる一人の人間として、みんなが快適で安心できる社会づくりに自分も参加していることを自覚させたい。集団の中で生活を営むための心構えをもち、法やきまりを進んで守ろうとすることが、社会の一員としての義務を果たすことであることにも気付かせたい。

（２）児童の実態について
　　　この時期の児童は、社会性が身に付き、学校生活や地域社会のきまり、約束を守る大切さやその意味を理解できるようになってくる。物事の是非について考えたり、集団の規則や遊びのきまりなどを客観的に判断したりする力も付いてくる。さらに、自らの行動を冷静に振り返り、自分の在り方を内政する心も育ってくる。これらの特徴をふまえて発展的な指導を心がけたい。
　　　心の成長が著しいこの時期に、きまりや約束に目を向け、自らの在り方と社会の在り方についての思考を深め、適切な行動がとれるように指導していきたい。

（３）資料について
　　　本資料は、四つの場面で構成されている。
　　　１．シンガポールから帰国した「わたし」は、日本の町の汚れが気になって仕方がない。
　　　２．「わたし」は友人に、シンガポールの町の美しさについて語る。
　　　３．シンガポールの町の美しさが罰金制によって保たれていることに友人は否定的な反応を示す。
　　　４．「わたし」はきまりについて問題意識をもつ。
　　　これら四つの場面を通して、シンガポールから帰国した主人公が、町の様子にもった違和感、きまりについての問題意識に目覚めたことを押さえる。そして、場面３で主人公と友人がきまりについて異なった考えを述べ合っている様子を中心に、公徳心ときまりの関係、きまりのもつ意味を考えさせたい。
そして、登場人物二人のうち、どちらの考えが自分には近いのかを意思表示させ、自分とは違う立場の友達と話し合う場面を設定することで、「特別の教科　道徳」の「時に対立がある場合を含めて、多様な価値観の存在を認識しつつ、自ら感じ、考え、他者と対話し協働しながら、よりよい方向を目指す資質・能力を備える」というねらいを達成させたい。



３　指導計画　１時間完了（本時）

４　本時の指導
（１）ねらい
　　　法のきまりは、自分のためだけではなく、ほかの人の生活をよりよくするため、つまり、個人や集団が安全かつ安心して生活できるようにするためにあることを理解し、それを進んで守り、自他の権利を尊重するとともに義務を果たそうとする精神の大切さに気付かせる。

（２）準備
　　・教師：場面絵(スライド)、本文、ワークシート、ホワイトボード
　　・児童：ネームプレート、赤白帽子

（３）関連　明るい心
　　５年　青い空、ぼくの夏休み
　　６年　みんなのために、借りた学級文庫

（４）指導過程
	段階
	分
	学習活動
	支援及び指導上の留意点

	方向付け
	10
	[bookmark: _GoBack]１　きまりがたくさんあるＡ村ときまりがないＢ村とどちらに住みたいか考え、話合う。

	・本時のテーマである「きまりはどこまで必要か」の設定にするため、この段階で他者との話し合いを設定する。

	ねらいとする価値の追求・把握
	25
	２　資料のテーマを設定する。
　○「わたし」と丹野さんのとらえ方の違いについて理解する。


３　自分がどの考え方に近いのかを表明する。

４　立場の違う人と話し合う。
	
・日本とシンガポールの考え方の違いについてとらえさせる。
あなたは「わたし」と丹野さんの考えのどちらに賛成しますか。


・ネームプレートを黒板に貼らせて立場を明確にする。

・赤白帽子をかぶって、自分の立場を表明し、立場の異なる相手との意見交流を図る。

	まとめ
	10
	５　本時のテーマを改めて考え、ワークシートに記入し、発表する。
	・方向付けのときと考え方が変容した場合はその理由も聞く。



（５）評価　　テーマについての自分の立場を明らかにし、自分の考えをもつことができたか。



（６）板書計画

シンガポールの思い出
◎きまりはどこまで必要か

丹野さん（日本　きまりが少ない）
　
・きまりが多いときゅうくつ
　・シンガポールはつかれそう
　・ばっ金はなくてもいい
　・ばっ金がなくてもきれいにすればいい
　・きれいになるのはいいけど大変

　　　　　　　　　　　　　　　　　など
---------------------------------------------------------
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

・きまりがあるから気持ちよく過ごせる
・きまりやばっ金があるからきれい
・ルールはきちんとあったほうがいい
・日本はルールが甘い
・きれいになるとうれしい

わたし（シンガポール　きまりが多い）
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